
 

 

みなさまからのアンケートは、１４４名の回収（1８％の回収率）となりました。 

本当にありがとうございました。簡単ですが結果をまとめましたので、ご報告いたします。 

 

一人暮らしの方が約２６％、夫婦二人

と子どもたちと同居が約３５％でした。 

 

 

健康状態をお聞きしましたら、約４０％の方が健康

で過ごされているようです。しかし、一週間に 1 回

または月に１回、２・３ヶ月に 1 回病院に通っている方が５６％。最近、退院された方が３％おり

ました。          各区・市町村の年代別回答状況（年齢に無回答あり・数値単位は人） 

 

回答してくれた年代別で

は、60 歳～80 歳代が多

いです。 

30～４０歳代の組合員

さんが少ないので回答の

方も少ないです。 

 

 

 

 

 

 

54％の方が仕事やボランティアをして

いているようです。 

一方、何もしていない方も４６％おりま

す。これは、健康状態で半数の方が月１回

病院へ通っている方がいるという回答か

らなんらかの病気を抱えて仕事やボラン

ティアができない状態にあるようです。 
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30歳代 1                               

40歳代   1                             

50歳代 4 1                   1         

60歳代 8   1   1   4     1   2         

70歳代 15 5 3 1   1 1   1 1   10 1 1 1 1 

80歳代 16   1 4 1   2 1 1   2 8         

90歳代       1                         

 合計 43 7 5 6 2 1 7 1 2 2 2 21 1 1 1 1 

「お知らせくださいアンケート」のまとめ報告 



ボランティア活動については、左の表から 

「簡単な」「月１回程度なら」なんらかのボランティア活動

を希望しているようです。 

知り合いと一緒なら良いという方もおりました。 

気軽に出来ることが必要です。 

 

 

悩みについての質問では 

「健康」「これから先」のことが多く、

次いで「家族」「介護」のようです。 

なんらかの悩みを抱えている組合員

さんが多いようです。 

相談に対応する活動や取り組みが必

要かもしれません。 

 

高齢協に期待する活動は①健康セミナーや学習会②軽体操③将来を考える学習会が多くあります。 

集まりやすい場所でわかりやすい学習会の開催を望んでいるようです。 

 

自由記入してくれた方が 37％（54 人）ありました。具体的な意見や感想が多く、高齢協に対す

る期待が感じられました。また、施設を利用しての対応などの記載も多くありました。 

「講座・学習会に参加したいが遠いと難しい」「一人暮らしの将来明るい環境を期待したい」etc. 

アンケートでは決まりきった質問になり、どうしても合わない回答や追加したい内容を記述してい

ただいたことはとてもありがたくうれしいことです。 

 

今回のアンケートに丁寧に回答いただき誠にありがとうございます。 

アンケート結果をしっかり受け止めて、みなさまの期待に応えていく高齢協をめざしていきます。     

 

 

 

（宮城県高齢者生活協同組合） 

ボランティアを考えていますか？ 人数 

①簡単なボラ 24 

②月 1 回ボラ 23 

③知り合いと一緒なら 7 

④何も考えていない 64 



地区懇談会のまとめ 

宮城県内６カ所で組合員の声を直接聞く「地区懇談会」を開催いたしました。 

全６カ所で４０人の組合員さんにお越しいただき、とても貴重な意見や提案をいただきました。 

以下、特徴的な声・要望です。 

 

若い人が組合員になって、高齢者をささえて欲しいが、若い人は

本当に興味や関心がないと組合員になるのは難しい。 

若い人には高齢者運動を支援して欲しい。 

元気な高齢者が高齢者を支えるしくみ 

を高齢協が作り、実施して欲しい。 

 

地域との交流、コミュニケーションが必要で、ひとり暮らしの人を

組合員に取り込む活動をして欲しい。 

 

県議・市議との懇談会を設けてほしい。 

行政との関わりを持ち、行政にはもっとお金の援助をしてほしい。 

 

以前行っていた「復興ツアー」や「芋煮会」など、 

誰でも気軽に参加できる企画をして欲しい。 

 

今や個人の困りごとは社会問題に変わりつつあります。 

誰でも身体機能、視覚や聴覚などの感覚機能、認知機能などに加齢

による変化が生じ、日常生活（家事一般など）における困難や社会

行動面の困難となっていきます。 

個人レベルの困りごととしてではなく、 

高齢社会問題としてとらえていくことが必要です。 

 

簡単なボランティア、短時間のボランティアならやってみたいです。 

障がいを持っている人や何らかの理由で長い時間働

けない人の為に、高齢協が仕事を斡旋しても良いの

ではないか？そんなことを期待します。 



ひとり暮らしにお弁当を届けてもらえるのいいですね。 

宅配でやっているのは冷たいので、 

温かいお弁当が届くとうれしいです。 

 

 

 

 

まだまだ元気です。 

やれることをどんどんやっていきたい。 

しかし、何をどうすれば良いのかわからない。 

情報が欲しい。 

 

野菜の宅配があっても良いのでは？ 

買い物はみやぎ生協の宅配を利用したりしている。 

免許を返納したので友人の運転する車に乗せてもらっている。 

貸し農園で野菜を作っている。 

暇にしている人はいるので、その人たちを呼び込めれば 

組合員も増えるのでは？ 

 

 

 

たくさんの声や意見・要望をありがとうございました。 

これからの活動や事業運営の参考にさせていただきます。 

（宮城県高齢者生活協同組合） 

ちょっとした作業や仕事が難しくなってきた

ので、お手伝いがあるといいです。 

その時は安い金額でやって欲しい。 

１時間 1,000 円は高いのではないか？ 

 


